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The Melting-Pot is Born: 
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 上の引用文のなかで「フロンティアの坩堝のなかで」(in the crucible of the frontier）という表
現が見られることに注目したい。ここでは「メルティングポット」ではなく「坩堝」（crucible）
という同意語が使われている。またこの坩堝のなかで移民はアメリカ人という「混合人種へと融
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